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みち子のひとりごと

年末に

2013年ありがとうございました
2014年もよろしくお願いします
年を重ねるごとに、1年が早く感じられます。2013年は参議院選挙があり

ました。たくさんのご支援ありがとうございました。また、いつも赤旗しんぶ

んをご愛読くださり、ありがとうございます。。

日本は憲法で戦争を放棄しています。だから、戦争を想定した法律などはあ

り得ません。それを作ろうというのが安倍政権です。武力による安全保障は長

続きしません。武力にたよらずに安全を保障することこそが平和への道筋です。

かつて日本が戦争へとひた走った「いつか来た道」を繰り返すことのないよ

うに、子どもや孫たちの世代へ、平和で自由な世界を手渡していくために、で

きることはやりつくそうと思います。

熱く、しかし、冷静に、そして、したたかに。

2013年松坂みち子の（５＋１）大 ニュース
○中・高時代を過ごした高松・姫路へ母と行き、廃墟となった当時の家を見つけたこと。
○暮れに長女が第２子出産、産後の世話に新年早々神戸へ行ったこと。

○平和委員会の全国大会がみなべで行われ、茨城の懐かしい人に会えたこと。

○フェイスブックを始めたこと。

○せっかく減量したのに、元に戻りつつあること。

◎都議選・参議院選で共産党が躍進したこと。
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「総選挙での後退の雪辱を」と燃えに燃えた参議院選挙。全国の躍進、近畿での

前進・勝利が、国会を変えています。秘密保護法の審議－共産党は本会議で15回も

登壇しました。前回の議席ならゼロでした。秘密保護法の本会議討論で賛成は自民

党、反対は共産党だけ。まさに「自共対決」でした。近畿で猛威をふるった「維新

の会」の落ち目はますます鮮明です。たたかいが新しい時代を切り開く－そう実感

できる1年でした。

いま「自共対決」時代の本格的到来を迎えています。私たちは、安倍政権の危険

な暴走と真正面から立ち向かい、「対決」の党、「対案」の党、「共同」の党とい

う政治姿勢を堅持し、現実政治を動かるために、年明けの第26回大会を新たな出発

としていっそう奮闘する決意です。

新しい年を「国民が主人公」の新しい政治に大きく前進する年にするため、皆さ

まとさらに力を合わせたいと思います。今年もよろしくお願いします。

2014年1月

日本共産党衆議院議員 穀田 恵二

宮本 岳志

参議院議員 市田 忠義

山下 芳生

明けましておめでとうございます
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